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札幌市男女共同参画センター（以下、参画センター）は 2003 年 9 月 1 日に
札幌駅北口の再開発エリアに民間ビルの一部を札幌市が所有する形で設置さ
れた。管理運営は、その前身施設である札幌市女性センター（札幌市中央区
大通西 19 丁目所在）を 1981 年より管理運営を受託していた財団法人札幌市
青少年婦人活動協会（現：公益財団法人さっぽろ青少年女性活動協会）に継続




























































表１　2011 年度から 2013 年度の『たまりんぱ』開催状況
2011 年度「中高生の居場所づくり『たまりんぱ』」開催状況
回 テ　ー　マ 開催日 人数
1 自分を知ろう！① 2011 年 9 月 16 日（金） 0 人
2 自分を知ろう！②～性格判断 2011 年 10 月 21 日（金） 1 人
3 コミュニケーションの練習をしよう！ 2011 年 11 月 18 日（金） 3 人
4 恋愛や趣味、将来についてなんでも話そ！ 2011 年 12 月 16 日（金） 1 人
5 おいしい時間を過ごそう！～料理実習 2012 年 1 月 20 日（金） 1 人
6 音楽を聴いてみんなで語ろう！ 2012 年 2 月 17 日（金） 2 人
7 映画を見てみんなで語ろう！ 2012 年 3 月 16 日（金） 1 人
　 人数合計 9 人
※時間はいずれも 18：00 ～ 20：00
2012 年度「子ども・青年への男女共同参画啓発事業　『たまりんぱ』」開催状況
　 テーマ 開催期間 人数
1 週イチたまりんぱ（全 43 回） 2012 年 5 月 16 日（水）～ 2013 年 3 月 13 日（水）
延 べ
26 人
2 月イチたまりんぱ（全 12 回） 2012 年 4 月～ 9 月第 3 金 曜 日 2012 年 9 月～ 2013 年 3 月第 3 水曜日
延 べ
15 人
　 　 人数合計 41 人

















回 テ　ー　マ 開催日 人数
1 好きなことを何でも話そう 2013 年 4 月 19 日（金） 0 人
2 映画を観て、みんなで話そう 2013 年 5 月 17 日（金） 1 人
3 写真①マニアックな写真を撮ってみよう～自分の世界を写す～ 2013 年 6 月 21 日（金） 2 人
4 写真②自分だけの『作品』を作ろう～自分で撮った写真でポストカードを作る～ 2013 年 7 月 19 日（金） 5 人
5 音楽を使って自分を表現しよう 2013 年 9 月 20 日（金） 1 人
6 おいしい時間を過ごそう① 2013 年 10 月 18 日（金） 1 人
7 消しゴムはんこ！オリジナル年賀状を作ろう！ 2013 年 12 月 20 日（金） 4 人
8 自分の体のこと、考えてみよう 2014 年 1 月 17 日（金） 4 人
9 おいしい時間を過ごそう② 2014 年 3 月 14 日（金） 1 人
　 人数合計 19 人






































































































2013 年 7 月 17 日（水）
大通高校 8 人
16：00 ～ 18：00
2 ピア ･ サポーターと一緒に折り紙アートをしよう！




2014 年 7 月 17 日（木）
大通高校 36 人12：00 ～ 14：00
16：00 ～ 17：50
4 ピア・サポーターとすごろくトークをしよう！
2014 年 12 月 19 日（金）
大通高校 25 人13：00 ～ 15：00
16：00 ～ 17：50
5 ピア・サポーターと一緒に折り紙を折りながら話そう！
2015 年 10 月 27 日（火）
大通高校 34 人12：10 ～ 14：00
16：00 ～ 17：50
6 サイコロトーク＆折り紙工作





2015 年 12 月 3 日（木）






















































































2016 年 3 月 19 日（土） 6 人
人数合計 99 人






















































2013 年 3 月 1 日（金）






① 2013 年 8 月 19 日（月）
② 2013 年 8 月 22 日（木）
③ 2014 年 3 月  4 日（火）






2015 年 1 月 17 日（土） 50 人
4 就活女子講座～ワタシらしいキャリアプラン～先輩のお話～就職活動・仕事・夢のこと 2016 年 3 月 25 日（金） 8 人
人数合計 118 人






















































































































2016 年 1 月 9 日（土） 48 人
表６　2012 年度～ 2015 年度　「子ども・若者への男女共同参画啓発事業
　　　　　 『支援者向け講座』」
Ⅱ　実践の展開
114
または被害防止のためにどのような手立てが効果的なのか確実に掌握ができ
ているとは言い難く、実施してきた事業の評価、分析は不十分であるため研
究実践の報告には値しないかもしれない。
しかし、急速な時代の変化の中で、公共施設は市民団体や活動団体のフッ
トワークに負けない展開が求められていると感じる。非常に未熟な企画事業
の数々であるが、市民目線のキャッチーなタイトルやターゲットの明確化で
話題づくりができたと感じる。報道にも取り上げられる機会が多くわずかな
がら男女共同参画社会形成に向けた気運が高まったのではないか。
若年層が抱える課題に対して様々な角度、手法、対象に向けて事業を展開
してきた背景には参画センターがそれまでに培ってきた市民団体やＮＰＯ、
市民グループとのネットワークがある。調査報告、白書など様々な統計デー
タを参考にしたものの “リアルな女性たち”の姿は見えてこなかった。その
ように方向性や手法に悩むとき、様々な方々に相談に乗っていただいた。札
幌市配偶者暴力防止センターを受託している「女のスペース・おん」の方々、
市民活動サポートセンターの相談員、養護教諭の方々、スクールカウンセ
ラーや臨床心理士、キャリアカウンセラーなどである。そのような方々と日々
気兼ねなく率直な意見を聞かせていただいた情報が、事業企画において統計
データだけでは埋められなかった企画根拠の一部となった。また、募集開始
後も参加者が集まらず集客に苦戦した事業においても、応援してくださった
のは周囲の団体や若年支援をしている団体の方々、報道関係の方々であった。
このような多くの協力者、団体の方々に心より感謝申し上げる。
（おかもと・みねこ　札幌市男女共同参画センター長）　
